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　人と人、人と学びをつなぐ。          
　広島県立生涯学習センターのメルマガをお届けします。
　┏━━━━━━━━━━━━━┓
　　　ぱ　れ　っ　と　通　信　
　┗━━━━━━━━━━━━━┛
　　　　　　　　　 No.227　（Ｒ５.10.３）
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　「財を遺すは下、仕事を遺すは中、人を遺すを上とする」

この言葉は、医師で政治家だった後藤新平氏（1857-1929）が残した言葉で、元プロ野球選手の野村克也氏（1935-2020）が大切にしていた言葉です。この言葉には財産を築くことや仕事で業績をあげること以上に「人を育てる」ことは難しく、それ故価値があるという意味があります。
「お金をたくさん稼ぎたい」とか「立派な仕事がしたい」と、誰もが一度はそう思ったことがあるかと思います。もちろん、生きていくためにはお金が必要で、日々の生活が成り立つのは、仕事をして報酬をもらっているからこそです。
初めて仕事に就いたころは、年齢も若く周りの方が全て先輩で、教えてもらったり頼ったりするばかりでした。「振り返ればあっという間」という言葉がありますが、時が流れるのは早いもので、気付けばたくさんの若い世代の職員と接することが多くなってきました。
そういった中で、「財を遺すは下、仕事を遺すは中、人を遺すを上とする」という言葉に出会い、自分だけのことを考えるのではなく、これからの時代を担う新しい世代を育てて遺すことが大切であることに気付かされました。それは、自分の生き方や仕事への向き合い方等を改めて考え、見つめ直す貴重な機会にもなったのです。
さて、当センターでは生涯学習振興や社会教育をはじめ、地域学校協働活動、家庭教育支援等、様々な研修や支援事業を展開しています。
特に今年度は、当センターをはじめとする県教育委員会の関係課を横断する形で「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進プロジェクトチームプロジェクトチーム」を編成しました。県内の全ての市町立学校及び県立学校において、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的な推進によって、社会に開かれた教育課程を実現するための取組や支援を行っています。当センターではその一端として、地域学校協働活動コーディネーター養成講座を実施しています。
例えば、養成講座の受講者の方が地域と学校の連携・協働に関わっていただくことは、子供たちの健やかな成長につながります。その子供たちが大人になり親になり、そして地域や学校を支える側になり、それはまさに「人を遺す」ことにもつながっているのです。
私たちは「人を遺す」という大切な任務に携わらせていただいているという自覚と責任をしっかりもち、研修や支援事業を展開していきたいと思います。

社会教育主事　齋藤　裕磨
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◆【開催案内】広島県公民館等職員研修会（広島県公民館連合会との共催）
【２】家庭教育支援
　◆【報告】令和４年度家庭教育支援アンケート調査結果
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◆【報告】令和５年度地域学校協働活動コーディネーター養成講座（第２回）（全３回）（ハイブリット）
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☆【参加企業募集】「叡啓大学実践教育プラットフォーム協議会」
☆【受講募集】公開講座　Let’s Enjoy English～「英会話at叡啓」～
◆【報告】「令和５年度広島県生涯学習振興・社会教育行政基礎調査」結果
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【１】指導者・支援者向け情報
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◆【開催案内】広島県公民館等職員研修会（広島県公民館連合会との共催）
　《只今、募集中》

生涯学習・社会教育の推進に向けて、専門的見地における講演や職務内容に応じた事例紹介、演習を通じて、生涯学習・社会教育に関する近年の動向等を学ぶことで、人や情報のコーディネート、地域づくり・まちづくりの推進、事業の企画･立案などの取組の中心的な役割を担う公民館等職員の専門性の向上を図ります。

【日　　時】11月30日（木）10:00～15:00
【方　　法】「Zoom」を活用したオンライン
【対　　象】公民館及び公民館類似施設等の職員、市町関係課職員等
【申込期限】11月２日（木）17時まで

＊今年度は、１日のみオンラインでの研修会となります。
＊午前は、「これからの公民館の在り方を考える」をテーマに、東京大学大学院教育学研究科　教授　牧野篤先生の講演を通して、受講者の方々の学びを深めます。
＊午後は、公民館等におけるデジタル基盤強化・デジタル教育の充実に向けて、デジタルリテラシー体験講座を行います。
これから公民館等でICTを活用した講座等を実施したいと考えていらっしゃる方は＜ICT体験コース＞、既にICTを活用していて、もっと地域づくりに生かしていきたいと考えていらっしゃる方は、＜ICT活用コース＞で、ICTを活用した実践事例をもとに、これからの公民館等における地域づくり・まちづくりについて一緒に考えていきましょう。
＊パソコン・タブレット等への「Zoom」アプリのインストール等、受講環境の整備に御配慮いただきますようお願いします。なお、事前に接続テスト日も設けていますので、御利用下さい。

▼詳しくは、以下のURLからどうぞ
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/center-model-syokuinkensyuu-kouminkan-kensyu.html


■■━━━━━━━━━━━━━━━
【２】家庭教育支援
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◆【報告】令和４年度家庭教育支援アンケート調査結果

広島県教育委員会では、家庭の教育力向上を目指して、「『親の力』をまなびあう学習プログラム」（通称「親プロ」）を活用した学習機会の充実などの家庭教育支援事業に取り組んでいます。
当センターでは、今後の学童期を中心とした家庭教育支援の施策の参考とするため、令和４年９月～令和４年11月にアンケートを実施しました。回答に御協力いただき、ありがとうございます。その調査結果を当センターホームページにて公表しました。
今後の家庭教育支援の施策の立案等をする際に御参考ください。

▼詳しくは、以下のURLからどうぞ
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/kateikyouiku-survey.html


■■━━━━━━━━━━━━━━━
【３】地域の教育力向上
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◆【報告】地域学校協働活動コーディネーター養成講座（第２回）（全３回）
（ハイブリッド）

（終了しました）：令和５年８月29日（火）受講者141名
　　　　　　　　
　＊よりよい社会を創るための社会に開かれた教育課程について学びました。
　＊第１回の講義・演習を踏まえながら、活動プラン作成の基本を学びました。
　＊地域学校協働活動コーディネーターの役割と活動の具体的なイメージをつかみました。
　＊個別最適な学びや子供の発達課題、特別支援教育について学びました。

▼詳しくは、以下のURLからどうぞ！
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/center-model-cs-tiikigakkoukyoudoukatudou-houkoku-r5-2.html

□━━━━━□━━━━━□━━━━━□━━━━━□━━━━━□

◆【開催案内】「ワクワク学び隊」活性化ミーティング

「ワクワク学び隊」と一緒に放課後子供教室や地域学校協働活動について考えてみませんか？

【日時】令和５年12月２日（土）13:30～16:30
【場所】広島市総合福祉センター　大会議室１・２
（広島市南区松原町５番１号　BIG FRONTひろしま５階）
【内容】
①トークセッション
現役の学生ボランティアやボランティア経験のある学校関係者等をパネリストに迎え、「放課後の子供の居場所づくりと学生ボランティア」をテーマにセッションします。
　②チーム紹介及び活動報告
「ワクワク学び隊」の各チームが、これまでの取組や、これからやってみたいことをPRします。
　③情報交換
市町関係者、大学関係者、大学生ボランティアを交えて、これからのボランティア活動や地域学校協働活動について意見を交流します。

▼「ワクワク学び隊」活性化ミーティングについて、詳しくはこちらから
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/r5wakuwaku-meeting.html

▼「ワクワク学び隊」の活動の様子はこちらから
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/center-model-wakuwaku-wakuwaku-r5team.html

□━━━━━□━━━━━□━━━━━□━━━━━□━━━━━□

◆【取組紹介】ワクワク学び隊チーム活動報告

上記の「ワクワク学び隊」活性化ミーティングでも触れられている大学生ボランティア「ワクワク学び隊」とは、県内の市町が実施している地域学校協働活動を充実させるとともに大学生の地域貢献を促進するために、「放課後子供教室」、「地域未来塾」及び「地域の行事、イベント、お祭り、ボランティア活動」に派遣されている団体です。令和５年９月現在、11団体120名が「ワクワク学び隊」に登録しており、現時点で４市町に計８回派遣されています。その中から今回、２つの団体の活動を紹介します。

★「ワクワク学び隊」さっちゃん＠府中町
＊令和５年８月17日、府中町立府中南小学校で開催された地域未来塾での活動報告です。
＊紙飛行機を折ったり、飛ばしたり等、レクリエーションを行った模様を紹介しています。

▼写真付きの活動の内容について、詳しくは、以下のURLからどうぞ。
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/wakuwakur050817.html

★「ワクワク学び隊」よさこい神紅楽＠三次市
＊令和５年８月25日、三次市立川地小学校で開催された放課後子供教室の活動報告です。
＊よさこいについてのクイズをしたり、実際に踊ってみたり、と様々な活動をしているところを取材しました。

▼写真付きの活動の内容について、詳しくは、以下のURLからどうぞ。
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/wakuwakur050825.html

▼「ワクワク学び隊」について、詳しくは、以下のURLからどうぞ！
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/center-model-wakuwaku-wakuwaku-top.html


■■━━━━━━━━━━━━━━━
【４】その他
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◆【報告】令和４年度公民館等活性化モデル事業
　
＊将来にわたって地域住民から愛され、利用され、支えられるような公民館等を目指し、地域の団体等との連携協力により、子どもを含めた地域住民が公民館等に愛着と理解が持てるような活動に対して助成を行っています。
＊令和４年度にモデル事業に取り組んだ３つの公民館等の取組をまとめました。
（１）北広島町千代田地域づくりセンター【絵本フェスタに向けて（こどもが元気なまちづくりプロジェクトinきたひろ）】（２年次）
（２）福山市服部交流館【はっとりGENKIプロジェクト”Smile Time”】（２年次）
（３）神石高原町油木協働支援センター【「にしかわ化石館」発油木の歴史大発見（地学編）】（１年次）

▼詳しくは以下のURLからどうぞ！
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/kouminkan-modeljigyou.html

□━━━━━□━━━━━□━━━━━□━━━━━□━━━━━□

◆【案内】「公民館等の取組事例集」

公民館等での「学びを通じた地域づくり」につながる取組事例を紹介します。

★多文化の共生「異文化交流　外国を学びましょう」（熊野町公民館）
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/548550.pdf

＊モロッコ出身の方からモロッコの紹介を聞いたり、料理を作ったりすることを通して、参加者と外国の方との異文化交流を図る事例です。
＊小学生の参加だけでなく、一般の地域住民も参加し、世代間交流にもなりました。　
＊日常生活では体験できない外国文化に触れる機会になりました。講座での「つながり」を生かして、これから自分たちにできることを考え行動するきっかけとなりました。

▼他の事例は、以下のURLからどうぞ！（公民館等の取組事例集一覧）
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/torikumijireisyu1.html

□━━━━━□━━━━━□━━━━━□━━━━━□━━━━━□

◆【案内】広島県環境県民局から叡啓大学関連の御案内

☆【参加企業募集】「叡啓大学実践教育プラットフォーム協議会」

叡啓大学では、県内外の企業や自治体、国際機関など、多様な主体との連携拠点「叡啓大学実践教育プラットフォーム協議会」の参加団体（Ｒ５.８.30時点125団体）と連携し、企業や社会が抱える実際の課題をテーマとする課題解決演習（ＰＢＬ）やインターンシップなど、実践的教育に取り組んでいます。
この度、ユニリーバ・ジャパン株式会社と連携した地域資源循環をテーマとした課題解決演習について、授業の様子やユニリーバ・ジャパン株式会社の御担当者の感想等について、マイナビニュースに掲載されましたので、是非、御一読ください。
「叡啓大学実践教育プラットフォーム協議会」の活動に御興味・御関心がございましたら、下記の叡啓大学事務局へお問い合わせください。

■マイナビ記事
　https://news.mynavi.jp/kikaku/20230831-2754806/

■課題解決演習（PBL）特設サイト
　https://www.eikei.ac.jp/pbl/

■叡啓大学実践教育プラットフォーム協議会
https://www.eikei.ac.jp/about/commitment/platform/

☆【受講募集】公開講座　Let’s Enjoy English～「英会話at叡啓」～

叡啓大学では、高校生を対象とし、「Let’s Enjoy English～英会話 at 叡啓～」と題して、全３回で公開講座を開催します。
この講座では、基本的なスピーキングとリスニングの力をつけることに焦点を当て、話す能力を向上させることを目的とします。物の状態や様子、また習慣や行事について英語で説明できるようになることを目指しましょう。
多くの皆様の参加をお待ちしております。

【日　　時】10月25日（水）、11月22日（水）、12月20日（水）
17：30～18：30
【場　　所】対面：叡啓大学キャンパス内（広島市中区幟町１－５）
【対　　象】高校生
【定　　員】25人（最低開催人数10人）
【受 講 料】無料
【申込締切】10月18日（水）12時まで
【申　　込】下記大学ＨＰ中の申し込みフォームより
https://www.eikei.ac.jp/news/details_01049.html

■問合先は叡啓大学教育企画課まで
電　話　082-225-6312
メール  academic-planning@eikei.ac.jp

□━━━━━□━━━━━□━━━━━□━━━━━□━━━━━□

◆【報告】「令和５年度広島県生涯学習振興・社会教育行政基礎調査」結果

＊本調査の基準日は、令和５年５月１日です。
＊今年度から、当センターで取りまとめ、公表しています。
＊この調査の公表にあたり、各市町教育委員会、関係各課に御協力いただきました。お忙しい中、ありがとうございました。
＊今後の生涯学習施策の立案等に御活用ください。

▼詳しくは、以下のURLからどうぞ！
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/sien-kihon-hss23-newpage2-1.html

■━━━━━□━━━━━■━━━━━□━━━━━■━━━━━□
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＊    リンク集    ＊
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広島県教育委員会
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/
広島県立図書館
https://www2.hplibra.pref.hiroshima.jp/
広島県立福山少年自然の家
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/fukuyamashonen/
みよし風土記の丘ミュージアム（広島県立歴史民俗資料館）https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/rekimin/
ふくやま草戸千軒ミュージアム（広島県立歴史博物館）https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/rekishih/
頼山陽史跡資料館（広島県立歴史博物館 分館）
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/raisanyou/
その他の県内の生涯学習情報（広島県教育委員会事務局生涯学習課HP）
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/syougaisyakai.html
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊    編集後記    ＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

巻頭コラムの野村克也氏は通称「野村再生工場」と呼ばれるほど、多くの野球選手の可能性を見出した人として知られています。どのように指導、助言すればその選手がプロとして活躍できるのか、監督時代の野村氏は選手本人をよく観察し、選手の性格や球団のカラーに応じて指導方法を変えることによって選手の能力を引き出し活躍に導きました。そして令和５年現在、現NPB球団の４名の監督を筆頭に「野村チルドレン」と呼ばれる多くの指導者等によってそのマインドは引き継がれています。野村氏は野球界の未来に「人を遺す」ということを体現された方だ、と編集担当は思っています。
当センターでも、今回の号だけでも地域と学校の連携・協働を行う方を育てる「地域協働活動コーディネーター」、大学生の地域学校協働活動を後押しする「ワクワク学び隊」のほか、県民の生涯学習の一助となる職員を育てる公民館等職員研修など、様々な形で「人を遺す」一助となる仕事に従事しています。センター職員一同、県民のため、県民の生涯学習を継続して支える人材を育成するという重責を肝に銘じ、日々精進し、事業に向き合っていく所存です。これからも当センターをよろしくお願いいたします。

---------------------------------------------------
発行者：広島県立生涯学習センター
広島県広島市中区千田町三丁目7-47  
TEL：082-248-8848
FAX：082-248-8840
E-mail：sgcshinkou@pref.hiroshima.lg.jp
URL：https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/center/
---------------------------------------------------
＊御感想等・配信登録・停止はメールでお知らせください。
＊お預かりする個人情報は、適正に管理し、承諾なくこのメールマガジン発行
　の目的以外に利用すること、第三者に開示することは一切ありません。
＊内容の無断転写を禁止します。
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